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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 30,384 8.1 153 ― 740 ― 370 ―

20年3月期第1四半期 28,097 ― △1,367 ― △689 ― △558 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 5.83 ―

20年3月期第1四半期 △8.79 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 146,004 26,648 18.2 417.42
20年3月期 155,363 26,098 16.7 410.73

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  26,523百万円 20年3月期  25,958百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 2.00 2.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ― ― 2.00 2.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 57,000 △13.8 △300 ― 100 ― 100 ― 1.57
通期 165,000 1.1 900 ― 1,800 ― 1,100 ― 17.31

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 １．平成20年5月21日に公表いたしました連結業績予想は、第２四半期連結累計期間、通期ともに修正しておりません。 
 ２．上記の連結業績予想は、現時点における入手可能な情報に基づき予測したものであり、実際の業績は、今後の経済情勢、市場の動向等により変動する可能性   
があります。 
 ３．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年3月14日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業
会計基準適用指針第14号 平成19年3月14日）を適用しています。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しています。 
 

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  67,170,143株 20年3月期  67,170,143株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  3,628,412株 20年3月期  3,627,057株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  63,543,058株 20年3月期第1四半期  63,570,870株



定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 当社グループの主たる事業である建設事業においては、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結会計期間

に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における完成工事高に比べ、第４四半

期連結会計期間の完成工事高が著しく多くなるといった季節的変動がある。当第１四半期の業績については、売上

高が30,384百万円（前年同期比8.1％増）、売上総利益が1,832百万円（前年同期比285.5％増）となったことか

ら、営業利益は153百万円（前年同期は営業損失1,367百万円）、経常利益は740百万円（前年同期は経常損失689百

万円）となり、四半期純利益は370百万円（前年同期は四半期純損失558百万円）となった。 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期末の資産の部は、前連結会計年度末に比べ未成工事支出金等が5,230百万円増加したが、受取手

形・完成工事未収入金等が16,352百万円減少したこと等により、資産合計は同9,359百万円減少した146,004百万円

となった。負債の部は、前連結会計年度末に比べ未成工事受入金2,346百万円増加したが、支払手形・工事未払金

等が6,234百万円、短期借入金が5,609百万円減少したこと等により、負債合計は同9,908百万円減少した119,355百

万円となった。純資産の部は、前連結会計年度末に比べ550百万円増加した26,648百万円となり、自己資本比率は

18.2％となった。 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

当第１四半期の経営成績は概ね計画通り推移しており、平成20年５月21日発表の第２四半期累計及び通期の連結

業績予想に変更はない。 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項なし。  

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

一般債権の貸倒見積高の算定方法 

貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度

末の貸倒実績率を使用して貸倒見積額を算定している。 

固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産について、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分している。 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）及び

「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を適用し

ている。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成している。 



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 25,230 24,845

受取手形・完成工事未収入金等 43,188 59,541

有価証券 24 329

未成工事支出金等 41,423 36,193

材料貯蔵品 109 88

短期貸付金 1,334 1,330

繰延税金資産 2,786 2,732

その他 8,384 6,402

貸倒引当金 △133 △162

流動資産合計 122,347 131,300

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 6,540 6,538

機械、運搬具及び工具器具備品 13,901 13,934

土地 5,363 5,363

建設仮勘定 0 －

減価償却累計額 △15,408 △15,267

有形固定資産計 10,397 10,569

無形固定資産 144 144

投資その他の資産   

投資有価証券 7,773 7,234

長期貸付金 565 557

破産更生債権等 715 715

繰延税金資産 3,321 3,811

その他 1,801 2,073

貸倒引当金 △1,062 △1,043

投資その他の資産計 13,114 13,348

固定資産合計 23,656 24,062

資産合計 146,004 155,363



（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 44,481 50,716

短期借入金 17,156 22,765

未払法人税等 136 560

未成工事受入金 29,853 27,506

預り金 6,722 6,102

完成工事補償引当金 574 569

賞与引当金 6 227

工事損失引当金 2,637 2,660

その他 1,825 1,602

流動負債合計 103,394 112,711

固定負債   

長期借入金 1,500 1,500

繰延税金負債 3 1

退職給付引当金 8,528 8,590

工事損失引当金 2,026 2,121

訴訟損失引当金 200 200

負ののれん 900 1,200

その他 2,802 2,938

固定負債合計 15,961 16,553

負債合計 119,355 129,264

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,100 5,100

資本剰余金 3,690 3,690

利益剰余金 16,829 16,586

自己株式 △648 △648

株主資本合計 24,971 24,728

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,552 1,230

評価・換算差額等合計 1,552 1,230

少数株主持分 124 139

純資産合計 26,648 26,098

負債純資産合計 146,004 155,363



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

売上高  

完成工事高 30,384

売上高合計 30,384

売上原価  

完成工事原価 28,552

売上原価合計 28,552

売上総利益  

完成工事総利益 1,832

売上総利益合計 1,832

販売費及び一般管理費 1,679

営業利益 153

営業外収益  

受取利息 3

受取配当金 64

為替差益 288

負ののれん償却額 300

その他 44

営業外収益合計 700

営業外費用  

支払利息 85

支払保証料 13

その他 13

営業外費用合計 113

経常利益 740

特別利益  

貸倒引当金戻入額 48

固定資産売却益 1

特別利益合計 49

特別損失  

固定資産除売却損 0

投資有価証券評価損 0

会員権評価損 12

貸倒引当金繰入額 28

その他 11

特別損失合計 52

税金等調整前四半期純利益 738

法人税、住民税及び事業税 158

法人税等調整額 222

法人税等合計 381

少数株主損失（△） △13

四半期純利益 370



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 738

減価償却費 213

負ののれん償却額 △300

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 4

賞与引当金の増減額（△は減少） △221

退職給付引当金の増減額（△は減少） △62

工事損失引当金の増減額（△は減少） △118

受取利息及び受取配当金 △68

支払利息 85

為替差損益（△は益） △69

会員権評価損 12

売上債権の増減額（△は増加） 16,352

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,251

仕入債務の増減額（△は減少） △6,234

未成工事受入金の増減額（△は減少） 2,346

その他の資産の増減額（△は増加） △1,723

その他の負債の増減額（△は減少） 683

その他の損益（△は益） 0

小計 6,375

利息及び配当金の受取額 69

利息の支払額 △73

法人税等の支払額 △534

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,837

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △10

定期預金の払戻による収入 10

有価証券の償還による収入 305

有形固定資産の取得による支出 △71

有形固定資産の売却による収入 3

無形固定資産の取得による支出 △6

投資有価証券の取得による支出 △3

投資有価証券の売却による収入 2

短期貸付金の増減額（△は増加） 1

長期貸付けによる支出 △16

長期貸付金の回収による収入 2

その他 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー 214



（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △5,605

長期借入金の返済による支出 △4

自己株式の取得による支出 △0

自己株式の処分による収入 0

配当金の支払額 △127

少数株主への配当金の支払額 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,738

現金及び現金同等物に係る換算差額 70

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 384

現金及び現金同等物の期首残高 24,815

現金及び現金同等物の四半期末残高 25,200



 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）及び「四半

期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を適用している。ま

た、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成している。 

（４）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項なし。 

（５）セグメント情報 

ａ．事業の種類別セグメント情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日） 

 （注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容 

   (1) 事業区分の方法 

     日本標準産業分類及び四半期連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分した。 

   (2) 各区分に属する主要な事業の内容 

     建設事業：土木・建築その他建設工事全般に関する事業 

     不動産事業：不動産の売買、賃貸、仲介等に関する事業 

その他の事業：建設用資材の販売、賃貸等に関する事業 

２．すべての営業費用は各セグメントに配分されているため配賦不能営業費用はない。 

ｂ．所在地別セグメント情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日） 

 全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報

の記載を省略した。 

ｃ．海外売上高 

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日） 

 （注）１．海外売上高は、当社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

    ２．国又は地域の区分の方法及び各地域に属する主な国又は地域 

     (1) 国又は地域の区分の方法      地理的近接度よる 

 (2) 各区分に属する主な国又は地域   東南アジア：台湾 

                    アフリカ ：マダガスカル 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項なし。 

  
建設事業 
（百万円） 

不動産事業 
（百万円） 

その他の事業
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上

高 
29,816 61 505 30,384 － 30,384 

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
41 68 1,415 1,525 (1,525) － 

計 29,858 130 1,921 31,910 (1,525) 30,384 

営業利益又は営業損失

（△） 
204 △2 △38 163 (△10) 153 

  東南アジア アフリカ 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 1,134 2,103 3,238 

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － 30,384 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 3.7 6.9 10.7 



「参考資料」 

前四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 当第１四半期連結累計期間より「四半期連結キャッシュ・フロー計算書」を開示しているので、前年同四半

期実績は記載していない。 

（３）セグメント情報 

 当第１四半期連結累計期間より「セグメント情報」を開示しているので、前年同四半期実績は記載していな

い。 

科目 

前年同四半期 
（平成20年３月期 
第１四半期） 

金額（百万円） 

Ⅰ 売上高   

   完成工事高 28,907 

Ⅱ 売上原価   

   完成工事原価高 27,622 

売上総利益   

   完成工事総利益 475 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,842 

営業損失（△） △1,367 

Ⅳ 営業外収益 778 

Ⅴ 営業外費用 100 

経常損失（△） △689 

Ⅵ 特別利益 42 

Ⅶ 特別損失 119 

税金等調整前四半期純損失
（△） 

△765 

税金費用 △168 

少数株主損失（△） △38 

四半期純損失（△） △558 



【参考】 四半期個別受注の概況

個別受注実績

％

△4.0

12.7

（注） １．受注高は、当該四半期までの累計額である。
２．パーセント表示は、対前年同四半期増減率を示す。

（参考）受注実績内訳 （単位：百万円）

比較増減 増減率

国内官公庁 5,904 ( 22.7%) 18,377 ( 73.5%) 12,472 211.2%

国内民間 761 ( 2.9%) 617 ( 2.5%) △144 △18.9%

海外 6,463 ( 24.8%) 793 ( 3.2%) △5,669 △87.7%

計 13,130 ( 50.4%) 19,788 ( 79.2%) 6,658 50.7%

国内官公庁 1,331 ( 5.1%) 238 ( 1.0%) △1,093 △82.1%

国内民間 11,099 ( 42.7%) 4,767 ( 19.1%) △6,331 △57.0%

海外 472 ( 1.8%) 184 ( 0.7%) △287 △60.8%

計 12,903 ( 49.6%) 5,191 ( 20.8%) △7,712 △59.8%

国内官公庁 7,236 ( 27.8%) 18,615 ( 74.5%) 11,379 157.3%

国内民間 11,861 ( 45.6%) 5,385 ( 21.6%) △6,475 △54.6%

海外 6,935 ( 26.6%) 978 ( 3.9%) △5,956 △85.9%

計 26,033 ( 100.0%) 24,979 ( 100.0%) △1,053 △4.0%

（注） （　）内のパーセント表示は、構成比率を示す。
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